


｜岡⼭山芸術交流流	
  Okayama	
  Art	
  Summit 　とは

「交流」とは、異質なものが出会い、交わり、そして分かり合うこと。
未知なるものと初めて出会い、そして分かり合うことで
新しい文化・新しい価値は生み出され、
同時に自らを見つめ直し、自らの価値を知ることにつながる。
城下町として産声を上げて四百数十年、
ここ岡山の街で積み重ねられてきた人と文化の数多の「交流」の中で
「岡山らしさ」は生みだされ、受け継がれてきました。

そして2016年、新たな交流が始まります。
「岡山芸術交流」
それは現代アートが生み出す新たな交流。
現代アートは性別・世代・地域・国境・文化・様々な違いを超えて
人と人・人と街・人と文化をつなぐ無色透明の接着剤。
岡山の街で生まれる新たなつながり、新たな交流が、想像力を刺激し、
そして岡山の未来を創造する力を育まれる。

岡山の未来の創造、その担い手となるのは若い世代です。
「岡山芸術交流」を、若い世代に「最先端の」「最高峰の」
現代アートとの出会いを提供する場としたい。
そして、岡山県民が、岡山市民が誇れる、日本の、
世界の「頂点」に位置するトリエンナーレを目指したい。
「Okayama	
  Art	
  Summit」この命名に、その想いを込めました。

「岡山芸術交流	
  Okayama	
  Art	
  Summit	
  2016」
その扉が今、開かれます。
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｜実⾏行行委員会 　会⻑⾧長 　ごあいさつ

温暖で晴れの日が多く、自然災害が少ない気候風土や中国四国地方の交通結節点に位置する地理的優
位性など、都市としての高いポテンシャルを持つ岡山市は、近年、大都市圏からの移住先として大き
な注目を集める一方で、そのポテンシャルの高さを都市の魅力として情報発信する力が不十分である
というご指摘もいただいております。

岡山市の中心市街地は、岡山城や岡山後楽園の一帯を中心とする旧城下町エリアと、ＪＲ岡山駅周辺
エリアという２つのエリアを核として、長年、発展を続けてまいりました。とりわけ、戦国末期の岡
山開府以来４００年以上の歴史を誇る旧城下町エリアは、岡山のルーツとも言うべきエリアであり、
そこで培われてきた文化が岡山らしさや岡山の魅力を生み出してきたところです。

しかしながら近年は、様々な施設の整備・開発が進んでいるＪＲ岡山駅周辺エリアに対し、旧城下町
エリアの賑わいの核としての地位が相対的に低下しており、岡山市では、中心市街地の回遊性向上や
街のさらなる魅力向上を図っていくために欠かすことのできない旧城下町エリアの賑わい復活に向け
た起爆剤として、「芸術文化―アートのもつ創造性」に着目する中で、このたび、官民の力を結集し
た現代アートの祭典「岡山芸術交流	
  Okayama	
  Art	
  Summit」を新たに創設いたします。

アートには、国境・地域・性別・世代の違いを超えて人と人、街と人をつなぐ「接着剤」としての力
が秘められており、アートを通じて国内外から岡山の街に様々な人々が集い、交わり、絆を深めあう
中で、人々の、とりわけこれからの時代を担う感性豊かな若い方々の想像力が刺激され、新たな未来
を創造していく力が育まれていくと確信するとともに、そうした交流の数々が、私たちの街・岡山の
良さや眠っている魅力を再認識し、広く世界に向けて情報発信するきっかけにもなるものと期待して
います。

2016年、「岡山の顔」である旧城下町エリアに誕生する「岡山芸術交流	
  Okayama	
  Art	
  Summit」に多く
の皆様のご賛同とご協力を賜りますよう、お願い申し上げますとともに、国内外からの多数のご来場
を心からお待ちいたしております。

岡山芸術交流実行委員会	
  会長

大森	
  雅夫
岡山市	
  市長
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現代アートを「よくわからない」という人もいます。
でも、同時代を生きる作家による、一見「わからない」作品に出合い、時間をかけて考えたり、想像したりすることは、
きっと新しい価値を生む力になる、そう信じています。アートとの出合いがきっかけになり、想像力と創造力、前に向
かっていきるためのこの二つの力を養った人は、岡山の未来の担い手となってくれることでしょう。今後20年で岡山が世
界に対して強い発信力を持ったクリエイティブ都市になることを目指し、継続してプロジェクトを進めていきます。

総合プロデューサー

石川�康晴
公益財団法人石川文化振興財団�理事長
株式会社ストライプインターナショナル� � 代表取締役社長

1970年岡山県生まれ。岡山大学経済学部卒。京都大学大学院在学中。1994年クロスカンパニー（現ストライプインターナショナ
ル）を創業。現在グループで売上 1 , 1 0 0 億円、従業員4,000名、28ヵ国1,200店舗まで拡大。女性支援制度の充実、地域貢献
活動へも積極的に取り組む。内閣府男女共同参画推進連携会議議員。平成26年度の歴史まちづくり回遊社会実験事業
「Imagineering	
  OKAYAMA	
  ART	
   PROJECT」においては、那須太郎氏、片山正通氏とともに構成した「Imagineering製作委員会」の代表

となり、プロジェクトを主導した。

現在、“アートで街おこし”という名のもとに、地方自治体により、日本中で地方自治体が関わるビエンナーレ、トリエン
ナーレ形式の芸術祭が乱立しています。その数は、質を問わず大小含めると数百にのぼると言われています。�

果たして、本当に“アート”で“街はおきる”のでしょうか？
僕の答えは“NO”です。
岡山での本芸術交流を通して、我々が目指すもの。“街”ではなく、“人おこし”です。世界の最先端の良質なコンテンポラ
リーアートを触媒として、長期的な視点から、岡山から優秀な人材を育成、輩出することを目指します。

総合ディレクター

那須�太郎
TARO	
  NASU	
  代表
ギャラリスト

1966年岡山市生まれ。早稲田大学卒業。天満屋美術部勤務を経て、1998年東京都江東区に現代美術画廊TARONASUを開廊。2008年
に千代田区へ移転、現在に至る。著名な現代美術作家の展覧会を通じて美術の普及に務める。国内外の美術館等の公共機関との協
働多数。平成26年度の歴史まちづくり回遊社会実験事業「Imagineering� OKAYAMA� ART� PROJECT」においては、石川康晴氏、片山正通
氏とともに「Imagineering製作委員会」の一員となり、作品の選定、展示などを手掛け、中心的な役割を果たした。

©Takashi�� onma

｜メッセージ

04



｜実⾏行行委員会

［会長］
　大森�雅夫（岡山市�市長）　　

［副会長］
　宮地�俊明（岡山県�副知事）
　岡﨑�彬（岡山商工会議所�会頭）

［監事］
　宮長�雅人（株式会社中国銀行�取締役頭取）

［総合プロデューサー］
　石川�康晴（公益財団法人石川文化振興財団�理事長／

　　　　　　　株式会社ストライプインターナショナル�代表取締役社長）
［総合ディレクター］
　那須�太郎（TARO� NASU�代表／ギャラリスト）

［アーティスティックディレクター］
　リアム・ギリック（アーティスト）

［構成団体］
　岡山市、岡山県、岡山商工会議所、公益社団法人おかやま観光コンベンション協会、
　岡山カルチャーゾーン連絡協議会、大学コンソーシアム岡山、株式会社山陽新聞社、
　山陽放送株式会社、岡山放送株式会社、テレビせとうち株式会社、
　公益社団法人岡山県バス協会、一般社団法人岡山県タクシー協会、
　西日本旅客鉄道株式会社岡山支社、公益財団法人石川文化振興財団、
　株式会社ストライプインターナショナル、株式会社中国銀行

［顧問］
　松田�正己（株式会社山陽新聞社�代表取締役社長）�

　泉�史博（株式会社中国銀行�相談役）
　森田�潔（国立大学法人岡山大学�学長）
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［名称］
　岡山芸術交流　Okayama	
  Art	
  Summit	
  2016　（英）Okayama	
  Art	
  Summit	
  2016

［会期］
　2016年10月9日（日）～11月27日（日）

［会場］
　岡山県天神山文化プラザ、旧後楽館天神校舎跡地、岡山市立オリエント美術館、
　旧福岡醤油建物、林原美術館、岡山城、シネマ・クレール�丸の内、岡山県庁前広場

［主催］
　岡山芸術交流実行委員会

［会長］
　大森�雅夫（岡山市�市長）

［総合プロデューサー］
　石川�康晴（公益財団法人石川文化振興財団 �理事長／株式会社ストライプインターナショナル�代表取締役社長）

［総合ディレクター］
　那須�太郎（TARO� NASU�代表／ギャラリスト）

［アーティスティックディレクター］
　リアム・ギリック（アーティスト）

｜岡⼭山芸術交流流	
  Okayama	
  Art	
  Summit	
  2016 　について

開催概要
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メインビジュアル
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岡⼭山芸術交流流	
  Okayama	
  Art	
  Summit	
  2016
テーマ

Development	
  /	
  開発

コンセプト

Development	
  is	
  the	
  process	
  of	
  creaSng	
  something	
  
over	
  Sme.	
  
Development	
  implies	
  growth	
  and	
  advancement.	
  
Development	
  applies	
  to	
  narraSve	
  and	
  cinema.
Development	
  can	
  be	
  a	
  permanent	
  state	
  of	
  future	
  
potenSal.

Japan	
  has	
  a	
  unique	
  relaSonship	
  to	
  development	
  -­‐	
  
economic,	
  social,	
  and	
  architectural	
  alongside	
  a	
  
specific	
  understanding	
  of	
  narraSve	
  development.
The	
  Okayama	
  Art	
  Summit,	
  2016	
  will	
  include	
  a	
  
number	
  of	
  arSsts	
  who
address	
  quesSons	
  of	
  development	
  -­‐	
  social,	
  
architectural,	
  cinemaSc	
  and	
  structural.

Development	
  will	
  take	
  place	
  in	
  a	
  number	
  of	
  
specific	
  buildings	
  in	
  Okayama	
  -­‐	
  from	
  its	
  brutalist	
  
city	
  hall	
  to	
  a	
  former	
  Soy	
  Sauce	
  brewery.
Two	
  routes	
  will	
  be	
  mapped.	
  Taking	
  the	
  first	
  route,	
  	
  
visitors	
  can	
  take	
  the	
  role	
  of	
  an	
  individual	
  “camera”	
  
-­‐	
  seeing	
  the	
  city	
  and	
  the	
  artworks	
  from	
  a	
  series	
  of	
  
specific	
  points	
  of	
  view.	
  
Taking	
  the	
  second	
  route,	
  visitors	
  funcSon	
  in	
  a	
  
group,	
  touring	
  together,	
  unsure	
  if	
  they	
  ever	
  
encounter	
  a	
  “camera”	
  as	
  it	
  passes	
  them	
  en-­‐route	
  
around	
  the	
  city.

Development	
  follows	
  the	
  first	
  iteraSon	
  of	
  
Okayama’s	
  commitment	
  to	
  new	
  art,	
  Imagineering	
  
in	
  2014.	
  It	
  is	
  a	
  precise	
  next	
  step.	
  It	
  is	
  not	
  a	
  break	
  
but	
  an	
  addiSon	
  to	
  a	
  momentum.

	
  テーマについて

Developmentとは時を超えた創造の過程である。
Developmentとは成長と進歩を伴う。
Developmentは物語や映画にも用いられる。
Developmentとは限りなく続く未来への可能性である。

日本は個性的なDevelopmentを遂げている。それは文学的
Developmentについての特定の理解にとどまらず、経済
的、社会的そして建築的な面においても、である。岡山
芸術交流2016には、こうした社会的、建築的、映画的、
構造的な視点からDevelopmentについての疑問を呈示する
アーティストが招聘されることになる。

ブルータリズム建築である岡山県庁から、福岡醤油建物
にいたるまで、岡山の特定の建築においてDevelopmentが
発生するはずである。

会場には二種類の順路が設定される予定となっている。
最初の順路に従う来場者は、それぞれが特定の視点から
岡山市と展示作品を眺める「カメラ」の役割を果たすこ
とになるだろう。二番目の順路でまわる場合、来場者は
グループとして機能し、グループにて鑑賞ツアーを行う。
これらの来場者は、第一の順路を回っている「カメラ」
と化した来場者と、ツアーの途中で遭遇したとしても気
がつかないかもしれない。

Developmentは2014年に岡山にて開催された「イマジニア
リング」すなわち、岡山による新時代のアートへのコ
ミットメントを反復する最初の行為である。まさに次の
ステップである。それは中断ではなく、さらなる弾みを
もたらすのだ。

Text	
  by：リアム・ギリック　Liam	
  Gillick
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アーティスティックディレクターについて

アーティスティックディレクター

リアム・ギリック　Liam	
  Gillick
アーティスト

1964年イギリス生まれ。近年はニューヨークを拠点に活動中。1980年代後半から注目を集めるようになったその活動は、平面およ
び立体作品、映像作品、執筆、キュレイション、音楽と多岐にわたる。社会と美術の関係性を問いかけるその考察ゆえに、ギリッ
クの制作手法は、社会的ヒエラルキーや理想社会の探求についての言及を内包する。ギリックはしばしば他の作家との共同制作を
行っている。イギリス現代美術についての議論や、関係性の美学のさらなる展開へのギリックの貢献は顕著である。
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参加アーティスト一覧

アーティスティックディレクターのリアム・ギリックが選定した28作家の作品を展示します。
（作家数	
  2015年11月20日現在）

荒木	
  悠	
  　Yu	
  Araki

トリーシャ・バガ	
  　Trisha	
  Baga

ノア・バーカー	
  　Noah	
  Barker

アナ・ブレスマン&ピーター・サヴィル	
  　Anna	
  Blessmann	
  &	
  Peter	
  Saville

アンジェラ・ブロック	
  　Angela	
  Bulloch

マイケル・クレイグ−マーティン	
  　Michael	
  Craig−MarJn

ぺーター・フィッシュリ	
  　Peter	
  Fischli

サイモン・フジワラ	
  　Simon	
  Fujiwara

ライアン・ガンダー	
  　Ryan	
  Gander

メラニー・ギリガン	
  　Melanie	
  Gilligan

ロシェル・ゴールドバーグ	
  　Rochelle	
  Goldberg

ドミニク・ゴンザレス＝フォースター	
  　Dominique	
  Gonzalez	
  Foerster

ピエール・ユイグ	
  　Pierre	
  Huyghe

ジョーン・ジョナス	
  　Joan	
  Jonas　
ホセ・レオン・セリーヨ	
  　Jose	
  Leon	
  Cerrillo　
眞島竜男	
  　Tatsuo	
  Majima

カーチャ・ノヴィスコーワ	
  　Katja	
  Novitskova　
アーメット・オーグット	
  　Ahmet	
  Öğüt　　
ホルヘ・パルド	
  　Jorge	
  Pardo

フィリップ・パレーノ	
  　Philippe	
  Parreno

レイチェル・ローズ	
  　Rachel	
  Rose

キャメロン・ローランド	
  　Cameron	
  Rowland

島袋道浩	
  　Shimabuku

リクリット・ティラヴァーニャ	
  　Rirkrit	
  Tiravanija

アントン・ヴィドクル	
  　Anton	
  Vidokle

ハンナ・ワインバーガー	
  　Hannah	
  Weinberger

ローレンス・ウィナー	
  　Lawrence	
  Weiner　
アニカ・イ	
  　Anicka	
  Yi
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参加アーティスト　略歴

11

荒木	
  悠
Yu	
  Araki　

1985年、山形生まれ、現在は東京を拠点に制作活動。主な展覧会及び作品上映に2015年「Experimenta:	
   Second	
   Sight」第
59回BFIロンドン映画祭、「Sharing	
   Footsteps」（ヨンウン美術館、韓国）、「OBJECTS	
   IN	
   MIRROR	
   ARE	
   CLOSER	
   THAN	
   THEY
APPEAR」（the	
  three	
   konohana,	
  大阪）、2014年「MOTHERLANDS」（実家JIKKA,	
  東京）、2013年「Move	
  on	
  Asia:	
  Video	
  Art	
   in
Asia	
   2002	
  to	
  2012」（ZKM、ドイツ）、2012年「971	
  Horses	
  ＆	
   4	
   Zebras:	
   ArSst	
   Apply	
  AnimaSon」（テート・モダン、ロンド
ン）他。国内外で数多く作品を発表している。

no	
  image

トリーシャ・バガ
Trisha	
  Baga　

1985年、ヴェニス生まれ、現在ニューヨークを拠点に制作活動。
主な展覧会に、2015年「Co-­‐workers」（パリ市近代美術館）、「ConcentraSon	
   59:	
   Mirror	
   Stage–visualising	
   the	
   self	
   aeer	
   the	
  
internet」（ダラス美術館、アメリカ）、2014年「Trisha	
   Baga」（ザブルドウィック・コレクション、ロンドン）、2013年
「第12回リヨン・ビエンナーレ」（フランス）、2012年「Plymouth	
   Rock	
   2」（ホイットニー美術館、ニューヨーク）、
「New	
  Pictures	
  of	
  Common	
  Objects」（MoMA	
  PS1、ニューヨーク）など。

no	
  image

ノア・バーカー
Noah	
  Barker

1991年アメリカ・カリフォルニア州生まれ。現在ニューヨークを拠点に制作活動。2013年、シカゴ・アート・インスティ
テュート卒業。近年の展覧会に2015年「Divergence	
   Motor/Albatross	
   Alarm」（First	
   ConSnent、アメリカ）、2014年「d	
   h	
   c

m	
  r	
   l	
   c	
  h	
  t	
   d	
   j;	
  or	
   true	
   facts	
   about	
   stones;	
   or	
   the	
   race	
   with	
  the	
   tortoise」（PEREGRINEPROGRAM、シカゴ）ほか。展覧会のキュ
レーションも行う。

no	
  image

Noah	
  Barker
Prologue:	
  Divergence	
  Motor/Albatross	
  Alarm,	
  2015
Courtesy	
  the	
  arSst	
  and	
  First	
  ConSnent,	
  BalSmore

Yu	
  Araki
ANGELO	
  LIVES
installaSon	
  view	
  at	
  The	
  Container,	
  Tokyo,	
  2014
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アナ・ブレスマン&ピーター・サヴィル
Anna	
  Blessmann	
  &	
  Peter	
  Saville　

アーティスト、アナ・ブレスマン（1969年、ベルリン生まれ）とデザイナー、ピーター・サヴィル（1955年、イギリス・
マンチェスター生まれ）の２人組。2001年より共同制作を開始。現在ロンドンを拠点に制作活動。主な個展に2014年
「Swing	
   Project	
   3」（キャビネット・ギャラリー、ロンドン）、2012年「Swing	
   Project	
   2」（Galerie	
   Neu、ベルリン）ほ
か。グループ展に2015年「Pane	
   Per	
   i	
   Poveri」（Teatro	
  Marinoni、ヴェニス）、2014年「On	
  the	
  DevoluSon	
  of	
  Culture」（Rob
Tufnell、ロンドン）、2012年「TV	
  Blumen」（サーペンタイン・ギャラリー	
  ガーデン・マラソン、ロンドン）など。

no	
  image

アンジェラ・ブロック
Angela	
  Bulloch　

1966年、カナダ生まれ。ベルリンを拠点に制作活動。近年の主な個展に2012年「Short	
   Big	
   Drama」（Wike	
   de	
   With、オラ
ンダ）、2011年「Time	
   and	
   Line」（StädSsche	
   Galerie、ドイツ）ほか。グループ展に2015年「UGO	
   RONDINONE	
   I	
  ♥	
   JOHN	
  
GIORNO」（パレ・ド・トーキョー、パリ）、2014年「1984-­‐1999.	
   The	
   Decade」（ポンピドゥー・センター・メス、フラ
ンス）、ベルリン・ビエンナーレ、2008年「Theanyspacewhatever」（グッゲンハイム美術館、ニューヨーク）、2003年
ヴェニス・ビエンナーレなど。国内では2008年「英国美術の現代史：ターナー賞の歩み展」(森美術館、東京）に展示。

no	
  image

マイケル・クレイグ−マーティン
Michael	
  Craig−MarJn

1941年、アイルランド生まれ。ロンドンを拠点に制作活動。近年の主要な展覧会に2015年「Michael	
   Craig-­‐MarSn:
Transience」（サーペンタイン・ギャラリー、ロンドン）、「NOW」（上海ヒマラヤ美術館	
   /	
   湖北省博物館へ巡回、中
国）、2011年「The	
   Indiscipline	
   of	
   PainSng」（テート・セント・アイヴス、イギリス）、2006年「Michael	
   Craig-­‐MarSn:	
  
Signs	
   of	
   Life」（ブレゲンツ美術館、オーストリア）、上海ビエンナーレほか。国内では2007年のグループ展「20世紀美術
探検―アーティストたちの三つの冒険物語―」（国立新美術館、東京）にて展示。

no	
  image

MICHAEL	
  CRAIG-­‐MARTIN
Signs	
  of	
  Life,	
  June	
  10	
  –	
  August	
  13,	
  2006.	
  Kunsthaus	
  Bregenz.
©	
  Michael	
  Craig-­‐MarSn.	
  Photo:	
  Markus	
  Treker.	
  Kunsthaus	
  Bregenz	
  

Angela	
  Bulloch
Informa;on,	
  Manifesto,	
  Rules	
  And	
  Other	
  Leaks...
Berlinische	
  Galerie,	
  Berlin,	
  2011
Photos:	
  ©	
  Carsten	
  Eisfeld

Anna	
  Blessmann	
  +	
  Peter	
  Saville
Lee	
  with	
  Holding	
  Form	
  (blue)
Swing	
  Project	
  3
Cabinet	
  Gallery	
  2014
©Anna	
  Blessmann	
  +	
  Peter	
  Saville,	
  Courtesy	
  of	
  the	
  arSsts	
  and	
  Cabinet	
  Gallery
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ぺーター・フィッシュリ
Peter	
  Fischli

1952年、スイス・チューリッヒ生まれ。チューリッヒを拠点に制作活動。1979年よりダヴィッド・ヴァイスとともにピーター・フィッ
シュリ&ダヴィッド・ヴァイスとして共同制作を始める。2003年スイス館代表として第50回ヴェニス・ビエンナーレ金獅子賞を受賞。近年
の主な展覧会に、2015年「Small	
   QuesSons	
   Big	
   QuesSons:	
   3	
   Films	
   by	
   Peter	
   Fischli	
   &	
   David	
   Weiss」（ベナキ博物館、ギリシア）、2012年
「Shies」（ブダペスト現代美術館、ハンガリー）、2010年「ピーター・フィッシュリ　ダヴィッド・ヴァイス」（金沢21世紀美術館）な
ど。各国の主要美術館・ギャラリーでの展覧会、国際展への参加多数。

no	
  image

サイモン・フジワラ
Simon	
  Fujiwara

1982年イギリス生まれ。現在ベルリンを拠点に制作活動。2010年、フリーズ・アートフェアにてカルティエ賞を受賞。主
な展覧会に2014年「Un	
   Nouveau	
   FesSval」（ポンピドゥー・センター、パリ）、2013年「The	
   Problem	
  of	
   the	
   Rock」（太宰
府天満宮、福岡）、2012年「Simon	
   Fujiwara	
   :	
   Since	
   1982」（テート美術館セントアイブス、イギリス）ほか。2016年には
東京オペラシティアートギャラリー他で個展も予定している。2015年「PARASOPHIA:	
   京都国際現代芸術祭2015」（京都市
美術館）、シャルジャ・ビエンナーレ、上海ビエンナーレ、ヴェニス・ビエンナーレなど国際展への参加も多数。

no	
  image

ライアン・ガンダー
Ryan	
  Gander

1976年、イギリス生まれ。現在ロンドンおよびサフォークを拠点として制作活動。2013年よりスタートした個展「Make	
   every	
   show	
   like	
   it's	
  
your	
   last」がヨーロッパ大陸、アメリカ大陸にまたがって2016年まで６カ国７カ所を巡回中（ル・プラトー、パリ	
  /	
  マンチェスター市立美
術館、マンチェスターほか）。近年の他の主要な参加展覧会・国際展としては2012年のドクメンタ13、2011年ヴェニス・ビエンナーレな
ど。日本では2014年「Imagineering	
   Okayama	
   Art	
   Projecr」（後楽館天神校舎跡地他）、2011年「墜ちるイカロスー失われた展覧会」（メゾ
ンエルメス、東京）、ヨコハマトリエンナーレ2011にも参加。

no	
  image
Ryan	
  Gander
FG,	
  Ft,	
  FG,	
  FG,	
  FHG,	
  FG,	
  or	
  somewhere	
  between	
  a	
  modern	
  representa;on	
  of	
  how	
  a	
  
contemporary	
  gesture	
  came	
  into	
  being,	
  an	
  illustra;on	
  of	
  the	
  physicality	
  of	
  an	
  
argument	
  between	
  Theo	
  and	
  Piet	
  regarding	
  the	
  dynamic	
  aspect	
  of	
  the	
  diagonal	
  line	
  
and	
  aGemp;ng	
  to	
  produce	
  a	
  chroma-­‐key	
  set	
  for	
  a	
  hundred	
  cinema;c	
  scenes,	
  2010
Installa;on	
  view	
  at	
  “Will	
  Happiness	
  Find	
  Me?”	
  Tokyo	
  Opera	
  City	
  Art	
  Gallery,	
  2014
©Ryan	
  Gander
Courtesy	
  of	
  the	
  arSst,	
  TARO	
  NASU,	
  Tokyo	
  Opera	
  City	
  Art	
  Gallery
photo:	
  Keizo	
  Kioku	
  

Simon	
  Fujiwara
Rebekkah	
  (An	
  Educa;on),	
  2012
InstallaSon	
  view	
  at	
  Imagineering	
  2014
©	
  Simon	
  Fujiwara,	
  2012
Ishikawa	
  CollecSon,	
  Okayama,	
  Japan	
  
Courtesy	
  of	
  Imagineering製作委員会,	
  TARO	
  NASU	
  

Photo	
  by	
  Yasushi	
  Ichikawa	
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メラニー・ギリガン
Melanie	
  Gilligan

1972年、カナダ・トロント生まれ。現在ニューヨーク及びロンドンを拠点に制作活動。近年の主な展覧会に、2015年
「Melanie	
   Gilligan	
   -­‐	
   The	
   Common	
  Sense」（デ・アップル・アートセンター、オランダ）、「TELE-­‐GEN」（ボン美術館、ド
イツ）、堂島リバービエンナーレ（堂島リバーフォーラム、大阪）、2014年「The	
   Likle	
   Things	
   Could	
   Be	
   Dearer」（MoMA	
  
PS1、ニューヨーク）、2013年「Carbon	
   14」（ロイヤルオンタリオ博物館）、2011年「Push	
   and	
   Pull」（テート・モダ
ン、ロンドン）など。2010年にはマニフェスタ８（スペイン）にも参加している。

no	
  image

ロシェル・ゴールドバーグ
Rochelle	
  Goldberg

1982年、カナダ・バンクーバー生まれ。現在ニューヨークを拠点に制作活動。近年の個展に2015	
  年「The	
   Cannibal	
   AcSf」
（Federico	
  Vavassori、イタリア）、2014年「The	
   Leaks	
  That	
   Link:	
   IntracSon	
  #3」（Eli	
   Ping	
   Frances	
  Perkins、ニューヨーク）ほ
か。グループ展に2015年「Dredgers	
   on	
   the	
   Rail」（Freedman	
   Fitzpatrick、ロサンゼルス）、2014年「SLIP」（Mitchell-­‐Innes	
  
＆	
  Nash、ニューヨーク）、2013年「Descartes’	
  Daughter」（スイス・インスティテュート、ニューヨーク）など。

no	
  image

ドミニク・ゴンザレス＝フォースター
Dominique	
  Gonzalez	
  Foerster　

1965年、フランス生まれ。近年の主な個展に2015年「1887-­‐2058」（ポンピドゥー・センター、パリ）、2014年「SPLENDIDE-­‐HOTEL（ソ
フィア王妃芸術センター	
   水晶宮殿、スペイン）、2013年「M.2062	
   (Scarlek)」（京都文化博物館）、2011年「T.1912」（グッゲンハイム美
術館、ニューヨーク）、国内でのグループ展に2015年「PARASOPHIA；京都国際現代芸術祭」（京都文化博物館、京都市美術館）、2003年
「ハピネス展」（森美術館、東京）、2001年ヨコハマ・トリエンナーレほか。各国の主要な美術館及びギャラリーにて展覧会多数。ヴェ
ニス・ビエンナーレやマニフェスタをはじめとした国際展にも数多く参加している。

no	
  image
Dominique	
  Gonzalez-­‐Foerster
Sommer	
  Kino
Johnen	
  Galerie,	
  Berlin,	
  2015
Photo:	
  ©	
  Andrea	
  Rossev
Courtesy:	
  The	
  arSst	
  and	
  Esther	
  Schipper,	
  Berlin

Rochelle	
  Goldberg
Is	
  The	
  Plas;c	
  Thirsty	
  
2015
Courtesy	
  of	
  the	
  arSst	
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ピエール・ユイグ
Pierre	
  Huyghe

1962年パリ生まれ、現在チリ・サンティアゴを拠点に制作活動。2001年ヴェニス・ビエンナーレ審査員賞受賞。2015年ニューヨーク、メ
トロポリタン美術館「The	
   Roof	
   Garden」コミッション作品を始め、近年の主な個展に2013～2014年に巡回した「Pierre	
   Huyghe」（ポンピ
ドゥー・センター、パリ	
  /	
  ルードヴィヒ美術館	
  /	
  ケルン、ロサンゼルス郡立美術館、アメリカ）、国内では2015年「Pierre	
  Huyghe」（TARO
NASU、東京）、2014年「幸福はぼくを見つけてくれるかな？」（東京オペラシティアートギャラリー）他。イスタンブール・ビエンナー
レ（トルコ）、光州ビエンナーレ（韓国）、ドクメンタ（ドイツ）、ヴェニス・ビエンナーレなど国際展にも多数参加。

no	
  image

ジョーン・ジョナス
Joan	
  Jonas

1936年、ニューヨーク生まれ。ニューヨークを拠点に制作活動。近年の主な展覧会に2015年ヴェニス・ビエンナーレ（アメリカ館代表、
イタリア）、2014年「Light	
   Time	
   Tales」（ハンガー・ビコッカ、イタリア）、2013年「彼らは無言でやってくる」（現代美術センターCCA

北九州）2010年「Performance	
   7	
   :	
   Mirage」（MoMA、ニューヨーク）、グループ展に、2012年ドクメンタ（ドイツ）、2010年「もっと動き
を：振付師としてのアーティスト」（広島市現代美術館）、「Hauted:	
   Contemporary	
  Photography	
  /	
   Video	
   /	
  Performance」（グッゲンハイム美
術館、ニューヨーク）、2008年ヨコハマ・トリエンナーレほか。国際展参加も多数。

no	
  image

ホセ・レオン・セリーヨ
Jose	
  Leon	
  Cerrillo

1976年、メキシコ生まれ。メキシコを拠点に制作活動。
近年の主な展覧会に2015年「Registro	
   04」（モンテレー現代美術館、メキシコ）、「The	
   New	
   Museum	
   Triennial」
（ニュー・ミュージアム、ニューヨーク）、2013年「EXPO	
   1:	
   New	
   York」（MoMA	
   PS1、ニューヨーク）、2012年「The	
  
Box」（with	
   Saralunden）（MDT、スウェーデン）、2011年「Abstract	
   Posible」（Museo	
  Tamayo、メキシコ）、2009年「La	
  
Nada	
  y	
  el	
  Ser」（Fundacion/Colección	
  Jumex、メキシコ）など。

no	
  image

Pierre	
  Huyghe
ExhibiSon	
  view	
  Documenta	
  13,	
  Karlsaue	
  Park,	
  Kassel,	
  Germany,	
  2012
	
  ©Pierre	
  Huyghe	
  Courtesy	
  the	
  arSst	
  and	
  Esther	
  Schipper,	
  Berlin
Photo:	
  ©Andrea	
  Rossev



16

眞島竜男
Tatsuo	
  Majima

1970年東京都生まれ。東京と別府にて制作活動。主な展覧会に2015年「おおいたトイレンナーレ2015」（大分フォーラス）、
「PARASOPHIA:	
  京都国際現代芸術祭2015」（京都市美術館）、2014年「Amerika:	
   idea	
  /	
  fantasy	
  /	
   dream	
  /	
  myth	
   /	
   image」（Camberwell	
  Space、
ロンドン）、2007年「六本木クロッシング2007:	
   未来への脈動」（森美術館）、2003年「大地の芸術祭	
   越後妻有アートトリエンナーレ
2003:	
   現代美術とニブロール	
   『ノート』／ニブロールwith眞島竜男」（松代雪国農耕文化センター）、シャルジャ・ビエンナーレ6（アラ
ブ首長国連邦）ほか。パフォーマンスやレクチャーも多数行う。

no	
  image

カーチャ・ノヴィスコーワ
Katja	
  Novitskova

1984年、エストニア生まれ。現在アムステルダムとベルリンを拠点に制作活動。近年の主な個展に2015年「Life	
   Update」
（クンストハレ・リスボン、ポルトガル）、2014年「Pakern	
   of	
   AcSvaSon」（アートバーゼル・ステイトメント、スイ
ス）、2012年「Curiosity	
   and	
  Opportunity:	
  Next	
   Best	
   Thing	
   to	
  Being	
   There」（Appendix、アメリカ）ほか。グループ展に2015

年リヨン・ビエンナーレ（リヨン現代美術館、フランス）、2014年「ExSncSon	
  Marathon:	
   Visions	
   of	
   the	
   Future」（サーペ
ンタイン・ギャラリー、ロンドン）など。

no	
  image

アーメット・オーグット
Ahmet	
  Öğüt

1981年、トルコ生まれ。現在アムステルダムとベルリンを拠点に制作活動。近年の主な個展に、2015年「Forward!	
  
Vooruit!」（ファン・アッベ市立美術館、オランダ）、2014年「Apparatuses	
   of	
   Subversion」（ホルスト・ヤンセン美術
館、ドイツ）ほか。グループ展に、2015年「Don't	
   Follow	
   the	
   Wind	
   -­‐	
   Non-­‐Visitor	
   Center」（ワタリウム美術館、東京）、
2013年「Nouvelles	
   Vagues	
   -­‐	
   A	
   History	
   of	
   InspiraSon」（パレ・ド・トーキョー、パリ）など。ヴェニス・ビエンナーレ
（2009年、トルコ館）、イスタンブール・ビエンナーレ、ベルリン・ビエンナーレ他、国際展にも数多く参加している。

no	
  image Ahmet	
  Öğüt
The	
  Castle	
  of	
  Vooruit	
  
helium-­‐filled	
  balloon	
  floaSng	
  above	
  the	
  ground	
  at	
  a	
  height	
  of	
  eleven	
  meters	
  and	
  
diameter	
  of	
  eight	
  meters,	
  Waalse	
  Krook,	
  Ghent
Commissioned	
  by	
  S.M.A.K.	
  for	
  TRACK
2012
photo	
  by	
  Dirk	
  Pauwels,	
  Courtesy	
  of	
  the	
  arSst

Katja	
  Novitskova
exhibiSon	
  view,	
  Spirit,	
  Curiosity	
  and	
  Opportunity,	
  Kraupa-­‐Tuskany	
  Zeidler,	
  Berlin,	
  2014
courtesy	
  Kraupa-­‐Tuskany	
  Zeidler,	
  Berlin
photo:	
  Hans-­‐Georg	
  Gaul

Tatsuo	
  Majima
Contemporary	
  and	
  Contemporary,	
  2015
InstallaSon	
  view	
  at	
  Kyoto	
  Municipal	
  Museum	
  of	
  Art	
  for	
  Parasophia:	
  Kyoto	
  
InternaSonal	
  FesSval	
  of	
  Contemporary	
  Culture	
  2015	
  (March	
  7-­‐May	
  10,	
  2015).
Photo	
  by	
  Norimasa	
  Kawata,	
  courtesy	
  of	
  Parasophia	
  Office
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ホルヘ・パルド
Jorge	
  Pardo

1963年、キューバ生まれ。メキシコとニューヨークを拠点に制作活動。近年の主な展覧会に、2014年「Toulouse	
   InternaSonal	
   Art	
   FesSval」
（オーギュスタン美術館、フランス）、2012年「Print/Out」（MoMA、ニューヨーク）2011年「Art	
   of	
   CommunicaSon:	
   Anri	
   Sala,	
   Yang	
   Ah	
  

Ham,	
   Philippe	
   Parreno,	
   Jorge	
   Pardo」（国立現代美術館	
  徳寿宮館、韓国）2010年「Jorge	
  Pardo」（アイルランド現代美術館、アイルランド）
ほか。国内では2006年「By	
   Design」（タカ・イシイギャラリー、東京）など。サンパウロ・ビエンナーレ（ブラジル）、ミュンスター彫
刻プロジェクト（ドイツ）などの国際展にも参加。

no	
  image

フィリップ・パレーノ
Philippe	
  Parreno

1964年、アルジェリア生まれ。現在はパリにて制作活動。主な展覧会に2015年「H	
   {N)Y	
   P	
   N(Y}	
   OSIS」（パーク・アヴェ
ニュー	
   アーモリー、ニューヨーク）2014年「The	
   Illusion	
  Of	
   Light」（フランソワ・ピノー財団	
  パラッツィオ・グラッシ、
ベネツィア）、2013年「Anywhere,	
   Anywhere	
   Out	
   Of	
   The	
   World」（パレ・ド・トーキョー、パリ）、2012年「Philippe	
  
Parreno」（バイエラー財団、バーゼル）など。2015年「ヴェニス・ビエンナーレ」にも参加。ヨーロッパをはじめ、ア
メリカ、日本、韓国を含むアジアなど各国の主要美術館、ギャラリーにて展覧会歴多数。

no	
  image

レイチェル・ローズ
Rachel	
  Rose

1986年生まれ、ニューヨークを拠点に制作活動。2015年フリーズ・アーティスト・アワード受賞。近年の個展に2015年「Everything	
   and	
  
More」（ホイットニー美術館、ニューヨーク）、「Palisades」（サーペンタイン・サックラーギャラリー、イギリス）、グループ展に2015

年「CO-­‐WORKERS	
   –	
   Network	
   as	
   ArSst」（パリ市近代美術館、パリ）、「Visitors」（ガバナーズ・アイランド、ニューヨーク）、「The	
  
Importance	
   of	
  Being	
  a	
   (Moving)	
  Image」（プラハ国立美術館、チェコ）、2014年台北ビエンナーレ（台北市立美術館、台湾）など多数。2016
年にはアスペン美術館（アメリカ）での個展も予定されている。

no	
  image

Rachel	
  Rose
Everything	
  and	
  More,	
  
The	
  Whitney	
  Museum	
  of	
  American	
  Art,	
  New	
  York	
  (	
  30	
  October	
  -­‐	
  7	
  February	
  2016)

Philippe	
  Parreno
No	
  More	
  Reality,	
  La	
  Manifesta;on,	
  1991
Film	
  sSll
©	
  The	
  arSst
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キャメロン・ローランド
Cameron	
  Rowland

1988年、アメリカ・フィラデルフィア生まれ。ニューヨークを拠点に制作活動。主な展覧会に2015年「Greater	
   New	
   York	
  
2015」（MoMA	
  PS1、ニューヨーク）、「Slip	
  of	
   the	
  Tongue」（プンタ・デラ・ドガーナ、イタリア）、「OverSme:	
  The	
  Art	
  
of	
  Work」（オルブライト=ノックス美術館、アメリカ）、2014年「Theater	
  Objects:	
  A	
  Stage	
   for	
   Architecture	
   and	
  Art」（ルマ
財団、スイス）、2013年「CollecSng	
   Makers」（Galerie	
   der	
   HFBK、ドイツ）ほか。2016年にはスイス、Kunsthalle	
   Freiburg
とニューヨーク、ArSsts	
  Spaceにて個展を予定している。

no	
  image

島袋道浩
Shimabuku

1969年、兵庫県生まれ。現在ベルリンを拠点に制作活動。近年の主な個展に2014年「When	
  Sky	
  was	
  Sea」（コンテンポラリー・アートギャ
ラリー、カナダ）、「Flying	
   Me」（クンストハレ・ベルン、スイス）、2013年「島袋道浩：能登」（金沢21世紀美術館、金沢）など。
2015年「堂島ビエンナーレ」（堂島リバーフォーラム、大阪）、2014年札幌国際芸術祭ほか、パリのポンピドゥー・センター、ロンドン
のヘイワード・ギャラリーなどでのグループ展や、2015年ハバナ・ビエンナーレ、2013年シャルジャ・ビエンナーレ、2006年サンパウ
ロ・ビエンナーレ、2003年ヴェニス・ビエンナーレなどの国際展にも数多く参加。

no	
  image

リクリット・ティラヴァーニャ
Rirkrit	
  Tiravanija　

1961年、アルゼンチン生まれ。ニューヨーク、ベルリン、チェンマイを拠点に制作活動。主な展覧会に2015年「Tomorrow
is	
  the	
   QuesSon?」（Garage	
  Museum、モスクワ）、2014年「Focus:	
  Rirkrit	
  Tiravanija」（フォートワース現代美術館、テキサ
ス）、2013年「Oktophonie」（パーク・アヴェニュー	
  アーモリー、ニューヨーク）、国内では2015年「誰が世界を翻訳す
るのか」（金沢21世紀美術館、金沢）、2014年「Imagineering	
   Okayama	
   Art	
   Projecr」（岡山城天守閣前広場）、2012年
「UnStled	
  2001/2012」（Gallery	
  Side	
  2、東京）ほか。ヴェニス・ビエンナーレをはじめ、国際展にも多数参加している。

no	
  image
Rirkrit	
  Tiravanija
'Do	
  We	
  Dream	
  Under	
  The	
  Same	
  Sky'	
  by	
  Rirkrit	
  Tiravanija,	
  
architects	
  Nikolaus	
  Hirsch/Michel	
  Müller,	
  and	
  chef	
  Anko	
  Melasniemi
InstallaSon	
  view	
  at	
  Art	
  Basel	
  2015
©	
  Courtesy	
  of	
  the	
  arSst	
  and	
  Art	
  Basel	
  

Shimabuku
Swan	
  goes	
  to	
  the	
  sea,	
  2012
InstallaSon	
  view	
  at	
  Imagineering	
  2014
©	
  Shimabuku
Courtesy	
  of	
  the	
  arSst,	
  Imagineering製作委員会	
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アントン・ヴィドクル
Anton	
  Vidokle

1965年、モスクワ生まれ、現在ブルックリンとベルリンを拠点に制作活動。近年の主な展覧会に2015年「Field	
   Research:	
   A	
   Progress
Report」（ガレージ現代美術館、モスクワ）ほか。テート・モダン（ロンドン）、パリ市近代美術館、MoMA	
   PS1（ニューヨーク）を始め
とした各国の主要美術館での展覧会多数。ドクメンタ（ドイツ）、ヴェニス・ビエンナーレ、光州ビエンナーレ（韓国）、イスタンブー
ル・ビエンナーレ（トルコ）、リヨン・ビエンナーレ（フランス）など、数多くの国際展にも参加。アート情報サイト「e-­‐flux」の創設者
の一人。アーティスト、キュレーターでありながら様々なプロジェクトにかかわり、幅広く活動している。

no	
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ハンナ・ワインバーガー
Hannah	
  Weinberger

1988年、スイス生まれ、現在バーゼルを拠点に制作活動。主な展覧会に2015年「Toys	
  Redux	
   –	
  On	
  Play	
   and	
  CriSque」（ミグ
ロス現代美術館、チューリッヒ）、「As	
   If	
   I	
   became	
   upside	
   down,	
   right	
   side	
   up」	
   （クンストフェライン・ハーブルガー・
バーンホフ、ドイツ）、2014年「Hannah	
   Weinberger」（ブレゲンツ美術館KUBアリーナ、オーストリア）、2013年リヨ
ン・ビエンナーレ（フランス）2012年「Le	
   Moi	
   Du	
   Toi」（スイス・インスティテュート、ニューヨーク）、「When	
   You
Leave,	
  Walk	
  Out	
  Backwards,	
  So	
  I‘ll	
  Think	
  You‘re	
  Walking	
  In」（クンストハレ・バーゼル）ほか多数。

no	
  image

ローレンス・ウィナー
Lawrence	
  Weiner

1942年、ニューヨーク生まれ。ニューヨークを拠点に制作活動。近年の主な展覧会に、2014年「Some	
   Moved	
   Pictures	
   of
Lawrence	
  Weiner」（グラスゴー現代美術館、イギリス）、「The	
  Grace	
  of	
  A	
   Gesture」（Wriken	
  Art	
   FoundaSon	
  /	
  ヴェニス・
ビエンナーレ関連イベント）、2013年「When	
   Avtudes	
   Become	
   Form:	
   Bern	
   1969	
   /	
   Venezia	
   2013」（プラダ財団、ヴェニ
ス）、2007年「As	
  Far	
   as	
   The	
   Eye	
   Can	
  See	
   USA」（ホイットニー美術館）、国内では2013年堂島リバービエンナーレ（堂島
リバーフォーラム、大阪）ほか。近年の国際展に2012年ドクメンタ（ドイツ）、2007年シャルジャ・ビエンナーレ（アラ
ブ首長国連邦）など。

no	
  image

Lawrence	
  Weiner
2012,	
  dOKUMENTA(13),	
  Huguenot	
  House,	
  Kassel,	
  Germany.
photograph	
  courtesy	
  Moved	
  Pictures	
  Archives

Anton	
  Vidokle,
film	
  sSll	
  from	
  The	
  Communist	
  Revolu;on	
  Was	
  Caused	
  By	
  The	
  Sun	
  (2015).
	
  Courtesy	
  the	
  arSst.
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アニカ・イ
Anicka	
  Yi

1971年、韓国・ソウル生まれ。現在ニューヨークにて制作活動。主な展覧会に2015年「7,070,430K	
   of	
   Digital	
   Spit」（クン
ストハレ・バーゼル、スイス）、「Inhuman」（フリデリチアヌム美術館、ドイツ）、「MOMMY」（イェール・ユニオ
ン、アメリカ）、2014年「Death」（クリーブランド美術館、アメリカ）、2013年「das	
   Ding!」（スイス・インスティ
テュート、ニューヨーク）などヨーロッパ、アメリカを中心に展覧会多数。2014年台北ビエンナーレ、2013年リヨン・
ビエンナーレ（フランス）、日本国内では2012年のグループ展「OO」（MISAKO&ROSEN、東京）にも参加。

no	
  image



エリアMAP

開催会場は、岡山城周辺の文化施設が集積するゾーンを中心に、来場者が徒歩や自転車
ですべての会場を回ることができるコンパクトなエリアで展開します。
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会場について

岡山県天神山文化プラザ
図書館を核とした「岡山県総合文化センター」として、1962年6月
に開館した。建物の設計は、モダニズム建築の巨匠・前川國男によ
るもので、屋上庭園、ピロティ、吹き抜けレリーフなど、当時のモ
ダンなデザイン手法が随所に見られる。図書館部門が移転した後、
2005年に、岡山県民の身近な芸術文化活動と文化情報発信の拠点施
設としてリニューアルオープンした。

旧後楽館天神校舎跡地
1966年に農林水産省中国四国農政局として建設され、同局が市内下
石井の新庁舎に移転した後、1999年に全国の市町村立初の中高一貫
校「岡山市立岡山後楽館中学校・高等学校」の暫定校地となった。
2012年に同校が市内南方に移転した後は未活用の状態であったが、
昨年実施された「Imagineering	
  OKAYAMA	
  ART	
  PROJECT」の会場のひと
つとなり、4作家の7作品が展示された。

岡山市立オリエント美術館
学校法人岡山学園（当時の理事長：故安原真二郎氏）より、古代オ
リエントの美術品1,947点寄贈された事を機に、1979年に開館した国
内唯一のオリエント専門の公立美術館で、設計は最高裁判所や警視
庁庁舎、岡山県立美術館なども手掛けた岡田新一氏である。開館後
も資料の収集に努め、また寄贈・寄託も加わって現代の収蔵品は
4800点を超えている。
2004年には開館25周年記念事業の一環として貴重な「アッシリア・
レリーフ」を購入し、古代オリエント研究者としても著名な三笠宮
崇仁親王殿下が特別顧問に就任している。

旧福岡醤油建物
後楽園の門前町・出石町の中心、旧津山往来と後楽園通りの交差点
に位置する古建築で、建築年代が異なる主屋と離れからなる。主屋
は明治時代の建築で、かつて醤油製造や市民銀行の窓口として使わ
れ、伝統的な商家の特徴をよくとどめている。住居として使われて
いた離れは昭和初期の建築で、門・玄関・式台・洋間・客間などを
備え、当時主流だった和風建築としては規模が大きく、岡山市中心
部にあって戦災を免れた貴重な地区である出石町のシンボル的存在
である。
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林原美術館
かつての岡山城二の丸郭の一角に位置し、1964年、故林原一郎氏が
蒐集していた古美術品をもとに開館した。国宝を含む国内屈指の刀
剣コレクションのほか、岡山藩主池田家の伝来品や、現存を確認さ
れた国内唯一の平家物語絵巻の完本を所蔵していることでも知られ
ている。設計は前川國男氏で、正門となっている長屋門は、岡山藩
主池田家の分家・生坂藩池田家屋敷門を移築したものである。

岡山城
豊臣五大老のひとりで、備前美作57万石の太守・宇喜多秀家の居城
として築かれ、かつては５重の堀を擁する巨大な城郭であった。中
心となる天守は、関ヶ原合戦前に築かれ、古い様式を伝える貴重な
天守のひとつであったが、惜しくも戦災で焼失した。築城と同時に
整備された城下町は岡山の都市的起源であり、現在でもその痕跡を
各所にとどめている。昨年実施された「Imagineering	
   OKAYAMA	
   ART
PROJECT」ではメイン会場となり、５作家５作品が展示され、特に
天守前に展示されたリクリット・ティラバーニャ作品は鏡面卓球台
に映り込む天守の姿が話題となった。

シネマ・クレール	
  丸の内
2001年に完成したシネマ・クレール	
   丸の内は、世界の名作フィルム
やアニメーション映画を多く提供している岡山唯一のミニシ
アター。コンクリート打ちっぱなしの外観が、岡山歴史文化ゾー
ンにおいて独特な存在感を際立たせている。

岡山県庁前広場
岡山県庁舎は、創設時、天神山（現：天神山文化プラザ）に置かれ
ていたが、戦災による焼失後、上伊福（現：岡山工業高校）への移
転を経て、昭和32年、現在地へ建築された。設計は天神山文化プラ
ザ、林原美術館と同じく前川國男氏で、水平な窓が並ぶ様式などに
モダニズム建築の特徴がよく表れている。
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